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さ
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想
い
と
優
し
さ
の
伝
わ
る
ケ
ア 

私
た
ち
は
そ
れ
を
目
指
し
ま
す 
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ご意見箱 

 

当院では信頼される医療、想いと優しさの伝わるケアを目指し、患者様

の立場に立ったよりよい医療を提供でるよう努めて参りたいと考えており

ます。正面玄関や病棟に「ふれあいの箱」というご意見箱を設置しており

ますので、当院に対するご意見・ご要望等ございましたらご遠慮なくお聞

かせください。 

 

今
月
の
一
言 

○
今
月
の
一
言
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
理
事
長 

○
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
ご
案
内 

○
胃
痛
の
タ
イ
プ
と
対
処
法
に
つ
い
て 

○
新
人
紹
介 

○
旬
の
素
材
で
簡
単
料
理
・
・
・
・
・
・
給
食 

理事長 前田隆史 

 

 

平成 26 年 11月 診療予定表 

（午前：9:00～12:00 午後：3:00～6:00）   ※予告無く変更となる場合があります。 

日 曜日 
午前診 午後診 

糖尿病 
内科・一診 内科・二診 内科・三診 小児科 内科・一診 内科・二診 皮膚科 

1 土 佐尾山 鈴木康   濱田 佐尾山     谷口 

2 日 休 診（日直 細谷） 

3 月 休 診（日直 廣野） 

4 火 前田隆 西岡智 佐尾山 濱田 佐尾山 西岡智     

5 水   多田羅 佐尾山 濱田 佐尾山 武田     

6 木 佐尾山 多田羅   辻正 佐尾山 野毛     

7 金 前田隆 多田羅 佐尾山 辻正 佐尾山     鈴木一 

8 土 前田隆 鈴木康   濱田 前田隆       

9 日 当番医(桑原) 辻正 当番医(内科：桑原・小児科：辻)   

10 月 前田隆 池田   濱田   多田羅 横井   

11 火 前田隆 西岡智 佐尾山 濱田 佐尾山 西岡智     

12 水 前田隆 多田羅 佐尾山 濱田 佐尾山       

13 木 佐尾山 多田羅   辻正 佐尾山 野毛     

14 金 前田隆 多田羅 佐尾山 辻正 佐尾山     鈴木一 

15 土 武田 鈴木康   濱田 武田       

16 日 休 診（日直 細谷） 

17 月 前田隆 池田   濱田   多田羅 横井   

18 火 前田隆 西岡智   濱田   西岡智     

19 水 前田隆 多田羅 佐尾山 濱田 佐尾山 武田     

20 木 佐尾山 多田羅   辻正 佐尾山 野毛     

21 金 前田隆 多田羅 佐尾山 辻正 佐尾山     鈴木一 

22 土 前田隆 鈴木康   濱田 前田隆     谷口 

23 日 休 診（日直 廣野） 

24 月 休 診（日直 和田） 

25 火 前田隆 西岡智   濱田   西岡智     

26 水 前田隆 多田羅 佐尾山 濱田 佐尾山 武田     

27 木 佐尾山 多田羅   辻正 佐尾山 野毛     

28 金 前田隆 多田羅 佐尾山 辻正 佐尾山       

29 土 前田隆 鈴木康 佐尾山 濱田 佐尾山       

30 日 休 診（日直 小島） 

 

今
年
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
？ 

風
邪
と
の
違
い
は
？ 
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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
「
冬
に
流
行
す
る
も
の
」
と

思
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？ 

夏
風
邪
か
な
と
思
っ
て
い
た
ら
、
実
は
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
に
感
染
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

一
年
中
感
染
す
る
可
能
性
が
あ
る
病
気
で
す
。 

千
葉
県
や
島
根
県
の
中 

学
校
で
は
、
９
月
初
旬
か
ら 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
よ
る
学
級 

閉
鎖
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
通
常 

の
風
邪
と
症
状
が
似
て
い
ま 

す
が
、
特
徴
的
な
違
い
は
、 

早
朝
か
ら 

 

度
以
上
の
高 

熱
が
出
る
と
こ
ろ
で
す
。
悪 

寒
や
関
節
痛
も
あ
り
ま
す
。 

今
年
は
例
年
よ
り
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
が

早
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

条件により接種料が異なります 

自己負担金 1,000円対象者（１人１回のみ） 

善通寺市に住民登録のある 

・65歳以上の者 

・60歳以上 65歳未満の者であって、身体 

障害者手帳 1級に該当する者 

（同市以外の方は住民登録のある保健課 

で予診票を取得し健康保険証と合わせて 

ご持参ください） 

自己負担金無料対象者 

・生活保護世帯 

・市民税非課税世帯 

その他の者 

・成人 4,000円（1回のみ） 

・同市内の子供――――1回目 2,500円 

                2回目 2,500円 

・同市以外の子供―――1回目 4,000円 

2回目 2,920円 

▶実施期間（休診日は除きます） 

H26年 10月 1日～H27年 3月 31日 

インフルエンザが流行する前に早めに 

予防接種をしましょう。 

(※生後 6 ヶ月～15 歳まで) 

十
一
月
に
な
り
朝
夕
め
っ
き

り
と
冷
え
、
更
に
十
二
月
上
旬

並
み
の
寒
い
日
も
あ
り
、
体
調

管
理
が
難
し
い
季
節
に
な
り
ま

し
た
。 

昼
間
は
ま
だ
暖
か
い
日
が
あ

り
ま
す
が
、
油
断
せ
ず
風
邪
な

ど
引
か
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け

て
下
さ
い
。 

さ
て
純
心
会
の
こ
と
で
す

が
、
今
回
、
神
戸
の
元
町
駅
近

く
の
「
パ
ル
モ
ア
病
院
」
を
事

業
譲
渡
に
よ
り
吸
収
合
併
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。（
十
二
月

よ
り
純
心
会
が
事
業
開
始
の
予

定
で
す
） 

パ
ル
モ
ア
病
院
は
、
日
本
の

周
産
期
医
療
の
草
分
け
で
あ

り
、
二
〇
〇
一
年
四
月
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｘ
で
も
放

送
さ
れ
、
更
に
二
〇
〇
三
年
、

二
〇
〇
八
年
と
再
放
送
さ
れ
、

当
時
は
近
畿
地
方 

の
産
科
・

小
児
科
の
病
院
と
言
わ
れ
て
お

り
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
病
院
運
営
の
ま
ず

さ
か
ら
民
事
再
生
と
な
っ
て
お

り
、
今
回
、
来
月
一
日
よ
り
純

心
会
が
運
営
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。 

 

当
分
の
間
、
従
業
員
の
皆
様

に
は
直
接
的
、
間
接
的
に
御
協

力
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
が
、
宜
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。 
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胃
痛
の
原
因
は 

90 
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横田
よ こ た

 友佳
ゆ か

世
よ

（看護師） 

外来看護師として勤務させていただいております、横田友佳世です。 

外来勤務を始めて思うことは、機転と素早い対応力、患者様との短い関

わりの中で信頼関係を築くこと、そして、患者様と医師とのパイプ役とい

ったコミュニケーション力が必要だと痛感しました。 

まだまだ外来業務は不慣れで皆様にご迷惑をおかけしておりますが、外

来は病院の顔とも言える重要な役割があるので、患者様に目線を合わせ、

笑顔で優しい心配りをしていきたいと思います。 

今後ともどうぞ宜しくお願い致します。 

渋谷
し ぶ や

 愛
あい

（看護師） 

本年 4月より外来勤務をさせていただいております、渋谷愛です。 

前職における１０年間の病棟勤務を生かし、「笑顔」「気づき」を心がけ、

医療法人純心会グループの一員として一歩ずつ成長し頑張っていきたいと

思っております。 

微力ではございますが、どうぞ宜しくお願い致します。 

 

 

豊富なビタミンＡとカルシウムで骨粗鬆症予防に『小松菜』 
 

給食 

小松菜のおかか和え 

【作り方】 

①大根は５mm角の細切りにする。 

②鍋にお湯を沸かし塩を入れる。沸騰したら小松菜を茎から入れ２分ほど茹でてか

ら冷水にさらす。 

③粗熱が取れたら、水気を絞って４cm の長さに切り、大根と合わせめんつゆとかつ

ぶしを和えて完成♪ 

●●● ●●● 

【材料】（４人分） 

小松菜・・・１/２束（１２５ｇ） 

大根・・・１/８本（１００ｇ） 

めんつゆ（２倍濃縮）・・・大さじ１と１/２（２７ｇ） 

かつおぶし・・・お好みで 

塩・・・少々 

 

小松菜の名付け親は、時代劇の暴れん坊将軍で有名な、徳川８代 

将軍徳川吉宗であったと言われています。 

吉宗が現在の東京都江戸川区辺りに鷹狩りに足を運んだ際、近く 

の香取神社で休憩をとりました。神主は何かおもてなしをしなけれ 

ばならないと思い、近くに生えていた青菜をすまし汁にして献上し 

たところ、吉宗は非常に気に入り、訪れた土地が当時小松川という 

地名だったことから「小松菜」と名付けたと言われています。 

 

 

 

胃
の
働
き
に
つ
い
て 

胃
痛
の
症
状
と
病
気
と
の
関
係 

胃
潰
瘍
患
者
の 

％
以
上
の 

人
が
ピ
ロ
リ
菌
に
感
染
し
て
い 

ま
す
。 

歳
以
上
で
は
、
６
～ 

７
割
の
人
が
ピ
ロ
リ
菌
に
感
染 

し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

ほ
と
ん
ど
の
人
が
５
歳
ま
で
に 

感
染
し
て
お
り
、
口
か
ら
体
内 

に
入
っ
て
き
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

一
度
ピ
ロ
リ
菌
に
感
染
し
た
ら
、
除
菌
し
な

い
限
り
胃
の
中
に
住
み
続
け
ま
す
。
放
置
し
て

お
く
と
胃
潰
瘍
や
胃
が
ん
が
起
こ
り
や
す
く

な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

病
院
で
検
査
で
き
ま
す
の
で
、
感
染
し
て
い

る
場
合
は
薬
で
簡
単
に
除
菌
で
き
ま
す
。 

胃
の
主
な
働
き
は
、
食
べ
物
が
腸
で
本
格
的

に
消
化
・
吸
収
さ
れ
る
前
の
準
備
的
な
消
化
を

行
い
ま
す
。 

消
化
液
で
あ
る
胃
酸
は
、
金
属
を
溶
か
す
ほ

ど
の
強
力
な
酸
で
す
。
そ
の
た
め
、
食
べ
物
の

消
化
だ
け
で
な
く
一
緒
に
侵 

入
し
た
細
菌
も
殺
菌
し
ま
す
。 

ま
た
、
胃
自
身
が
胃
酸
で 

消
化
し
て
し
ま
わ
な
い
よ
う 

に
胃
粘
膜
か
ら
粘
液
を
分
泌 

し
胃
を
守
っ
て
い
ま
す
。 

不
規
則
で
慢
性
的
な
痛
み 

 

お
腹
が
す
い
て
き
た
時
や 

空
腹
時
に
、
み
ぞ
お
ち
あ
た 

り
が
シ
ク
シ
ク
と
痛
く
な
る 

場
合
は
、
胃
酸
が
過
剰
に
出 

過
ぎ
て
起
こ
る
場
合
が
多
く
、
胃
炎
、
十
二
指

腸
潰
瘍
や
ピ
ロ
リ
菌
感
染
症
が
疑
わ
れ
ま
す
。

何
か
食
べ
る
と
楽
に
な
る
の
が
特
徴
で
す
。 

空
腹
時
の
痛
み 

普
段
は
何
と
も
な
く
て
も
、
何
か
を
食
べ
る

と
胃
が
シ
ク
シ
ク
痛
く
な
る
場
合
は
、
胃
炎
、

胃
潰
瘍
や
ピ
ロ
リ
菌
感
染
症
が
疑
わ
れ
ま
す
。 

仕
事
な
ど
の
影
響
で
空
腹
時
間
が
長
く
な

る
場
合
は
、
牛
乳
を
飲
み
ま
し
ょ
う
。
牛
乳
は

胃
酸
を
中
和
し
て
胃
粘
膜 

を
保
護
し
、
胃
痛
を
和
ら 

げ
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。 

 

ホ
ッ
ト
ミ
ル
ク
に
し
て
飲
む 

と
胃
に
や
さ
し
く
効
果
的
で
す
。 

吸
を
行
う
と
横
隔
膜
が
上
下
に
動
き
内
臓
を

刺
激
し
胃
腸
の
働
き 

を
活
発
に
し
ま
す
。 

食
後
の
痛
み 

 

 

  

痛
み
の
症
状
が
食
前
や
食 

後
に
関
係
な
く
不
規
則
に
起 

こ
る
場
合
は
、
機
能
性
デ
ィ 

ス
ペ
プ
シ
ア
や
ピ
ロ
リ
菌
感 

染
症
が
疑
わ
れ
ま
す
。 

 

ま
た
、
胃
痛
だ
け
で
な
く
胃
も
た
れ
、
吐
き

気
、
胸
焼
け
、
げ
っ
ぷ
な
ど
の
症
状
も
認
め
ら

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

そ
れ
以
外
に
も
虫
垂
炎
や
膵
炎
、
が
ん
な
ど

の
可
能
性
も
あ
る
の
で
要
注
意
で
す
。 

胃
痛
の
対
処
法
は 

胃
の
働
き
は
、
自
律
神
経
に
よ
り
調
整
さ
れ

て
い
ま
す
。
胃
痛
は
、
胃
酸
と
胃
粘
液
の
バ
ラ

ン
ス
が
崩
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
起
こ
り
ま
す
。 

胃
酸
が
出
過
ぎ
る
と
胃
粘
膜
が
傷
つ
け
ら

れ
ま
す
。
ま
た
、
胃
粘
液
の
量
が
減
っ
て
も
防

御
力
が
弱
ま
り
胃
酸
が
胃
粘
膜
を
傷
つ
け
ま

す
。
こ
れ
ら
は
、
胃
の
ス
ト
レ
ス
に
よ
り
自
律

神
経
の
バ
ラ
ン
ス
が
乱
れ
る
と
起
こ
り
ま
す
。 

胃
痛
の
主
な
原
因
は
、
ス
ト
レ
ス
、
食
べ
過

ぎ
や
ア
ル
コ
ー
ル
な
ど
の
暴
飲
暴
食
、
喫
煙
な 

ど
生
活
習
慣
が
大
き
く 

関
係
し
て
い
ま
す
。
他 

に
も
ピ
ロ
リ
菌
感
染
、 

薬
の
副
作
用
や
加
齢
も 

と
原
因
と
な
り
ま
す
。 

食
事
を
見
直
し
ま
し
ょ
う 

姿
勢
を
意
識
し
ま
し
ょ
う 

猫
背
や
仕
事
な
ど
で
前
か
が
み
に
な
る
こ

と
が
多
い
と
、
胃
が
圧
迫
さ
れ
る
た
め
胃
の
働

き
が
悪
く
な
り
ま
す
。
で
き
る
だ
け
背
筋
を
伸 

ば
す
習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
腹
式
呼 

牛
乳
を
飲
み
ま
し
ょ
う 

ピ
ロ
リ
菌
の
検
査
を
し
ま
し
ょ
う 

胃
痛
に
な
る
と
胃
が
弱
り
傷
つ
い
て
い
ま

す
。
傷
つ
い
た
胃
壁
の
修
復
に
は
、
ビ
タ
ミ
ン

Ａ
や
Ｃ
の
摂
取
が
必
要
で
す
。
そ
れ
ら
は
、
緑

黄
色
野
菜
に
多
く
含
ま
れ
、
な
か
で
も
食
物
繊

維
の
柔
ら
か
い
、
ほ
う
れ
ん
草
、 

に
ん
じ
ん
、
か
ぼ
ち
ゃ
、
ブ
ロ 

ッ
コ
リ
ー
な
ど
が
お
す
す
め
で 

す
。
反
対
に
緑
黄
色
野
菜
で
も 

春
菊
や
ニ
ラ
、
ピ
ー
マ
ン
な
ど 

香
り
が
強
い
野
菜
は
控
え
め
に 

し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
キ
ャ
ベ 

ツ
に
は
ビ
タ
ミ
ン
Ｕ
が
多
く
含 

ま
れ
て
お
り
、
胃
粘
膜
の
修
復
を
助
け
ま
す
。 

柔
ら
か
く
煮
た
り
蒸
し
た
り
す
る
と
、
胃
に

負
担
を
か
け
ず
栄
養
も
し
っ
か
り
摂
れ
ま
す
。 

唐
辛
子
や
わ
さ
び
な
ど
刺
激
の
強
い
も
の
、

脂
っ
こ
い
も
の
、
極
端
に
熱
い
も
の
や
冷
た
い

も
の
、
度
の
強
い
ア
ル
コ
ー
ル
や
コ
ー
ヒ
ー
な

ど
は
弱
っ
た
胃
を
さ
ら
に
傷
つ
け
ま
す
。 


